
自
由
民
主
党・
公
明
党
と
の
予
算
要
望

ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
意
見
交
換
の
実
施

衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
振
り
返
っ
て

　

令
和
７
年
10
月
31
日
、
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
お
い

て
、「
令
和
７
年
度 

第
1
回
全

日
神
奈
川
政
策
研
究
会
」
を
開

催
し
、
顧
問
議
員
と
の
意
見
交

換
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
本
部
よ
り
佐
々

木
本
部
長
を
は
じ
め
17
名
の
役

員
が
出
席
し
、
神
奈
川
県
議
会

議
員
に
お
い
て
は
加
藤
元
弥
議

員
を
は
じ
め
12
名
の
顧
問
議
員

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
当
本
部

が
直
面
す
る
政
策
課
題
に
つ
い

て
幅
広
い
観
点
か
ら
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
、
①
戸
籍
法

第
10
条
の
２
第
３
項
へ
の
宅
建

士
の
追
加
、
②
計
画
道
路
の
見

直
し
お
よ
び
取
り
消
し
、
③
一

　

令
和
8
年
2
月
8
日
に
執
行

さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
内
の
20
小

選
挙
区
す
べ
て
で
自
由
民
主
党

公
認
・
推
薦
候
補
が
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域

に
根
差
し
た
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
議
員
の
皆
様
の
ご
尽
力

の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
す
。（
当
選

者
一
覧
は
２
面
に
掲
載
）

　

私
た
ち
全
日
本
不
動
産
政
治

連
盟
（
日
政
連
）
は
、
全
日
本

不
動
産
協
会
神
奈
川
県
本
部
と

連
携
し
、
不
動
産
業
界
の
発
展

と
県
民
生
活
の
向
上
の
た
め

に
、
議
員
の
皆
様
と
の
絆
を
さ

ら
に
深
め
て
い
く
決
意
で
す
。

特
に
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

と
「
持
続
可
能
な
住
ま
い
づ
く

り
」
を
両
輪
と
し
て
、
空
き
家

対
策
や
不
動
産
流
通
の
活
性

化
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
・

Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
な
ど
、
喫
緊
の

課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

日
政
連
の
存
在
意
義
は
、
会

員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
思

い
を
政
策
提
言
や
要
望
活
動
と

し
て
具
現
化
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
公
益
社
団
法
人
全
日
本

不
動
産
協
会
神
奈
川
県
本
部
が

理
想
と
す
る
政
治
活
動
を
、
私

た
ち
日
政
連
が
担
う
こ
と
で
、

業
界
の
意
見
を
国
政
の
場
に
届

け
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
お
一

人
お
ひ
と
り
が
抱
え
る
課
題
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
結
集
し
、
そ
の
実
現

　

令
和
７
年
６
月
11
日
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
よ
り
提
出
さ
れ
た
土

地
・
住
宅
政
策
等
に
関
す
る
要

望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
神
奈

川
県
庁
新
庁
舎
６
階
自
民
党
団

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ�

た

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連

合
会
主
催
の
予
算
要
望
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
出
席
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
本
部
よ
り
佐
々

木
本
部
長
を
は
じ
め
12
名
の
役

員
が
出
席
し
、
田
中
徳
一
郎
県

議
会
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
同

連
合
会
役
員
に
対
し
、
要
望
事

項
を
陳
情
い
た
し
ま
し
た
。
国

へ
の
要
望
と
し
て
「
戸
籍
法
第

10
条
の
２
第
３
項
へ
の
宅
建
士

の
追
加
（
法
務
省
）」
な
ら
び

に
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
交
通
混
雑
緩
和
お
よ
び
生

活
交
通
維
持
に
関
す
る
予
算
措

置
（
国
土
交
通
省
）」
を
、
ま

た
県
へ
の
要
望
と
し
て
「
道
路

計
画
の
見
直
し
お
よ
び
取
り
消

し
（
県
土
整
備
局
）」
等
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
９
月
11
日
お
よ

び
令
和
８
年
１
月
22
日
に
回
答

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で

は
実
現
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
の
案
件
も
制
度
的

課
題
を
含
む
重
要
事
項
で
あ

り
、
短
期
間
で
の
解
決
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
全

日
本
不
動
産
政
治
連
盟
総
本
部

と
連
携
の
う
え
、
継
続
的
か
つ

粘
り
強
く
要
望
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
趣
旨
の
要
望
事
項

を
令
和
７
年
８
月
７
日
に
開
催

さ
れ
た
公
明
党
神
奈
川
県
議
会

議
員
団
と
の
予
算
要
望
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
も
提
出
し
、
当
本
部
よ

り
７
名
が
出
席
の
う
え
、
三
浦

の
ぶ
ひ
ろ
参
議
院
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
議
員
各
位
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

全
日
神
奈
川
政
策
研
究
会
の
開
催

状
の
問
題
点
や
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

を
開
催
し
、
議
員
各
位
と
の
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後

の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

本
研
究
会
は
、
引
き
続
き
政
策

提
言
機
能
の
充
実
に
努
め
、
陳

情
並
び
に
要
望
事
項
の
具
現
化

に
向
け
、
継
続
的
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

に
向
け
た
政
策
提
言
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
こ
そ
、
日
政
連
の
存

在
意
義
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
５
年
10
月
の
土
地
基
本

法
の
改
正
を
機
に
、
不
動
産
業

界
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
激
動
の
時
代
を

乗
り
越
え
、
業
界
の
明
る
い
未

来
を
切
り
拓
く
た
め
に
は
、
日

政
連
の
役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
日

政
連
の
活
動
に
、
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
日
政
連
は
、
国
会
議

員
、
県
会
議
員
、
市
議
会
議
員

の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
礎

に
、
不
動
産
業
界
と
地
域
社
会

の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
、

一
致
団
結
し
て
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
会
員
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
共
に
手
を
携
え
、
新

た
な
時
代
を
築
い
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

※�

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神

奈
川
県
本
部
の
概
要
、
活
動

状
況
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟

神
奈
川
県
本
部

副
幹
事
長　

田
邊
賢
一

種
農
地
の
転
用
、
④
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
交
通
混
雑

緩
和
お
よ
び
生
活
交
通
維
持
の

た
め
の
予
算
措
置
、
⑤
落
書
き

禁
止
に
係
る
法
整
備
お
よ
び
罰

則
強
化
と
周
知
活
動
の
徹
底
、

の
５
項
目
で
す
。
い
ず
れ
も
地

域
の
不
動
産
業
務
に
密
接
に
関

わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
現
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片岡祐二氏

1
横
浜
ブ
ロ
ッ
ク

　

令
和
８
年
２
月
13
日
（
金
）、

令
和
７
年
度
地
域
政
経
懇
談
会

及
び
懇
親
会
を
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
地
域
政
経
懇
談
会
第

１
部
で
は
、『
今
後
の
金
融
経

済
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
か
な

が
わ
信
用
金
庫　

理
事
長
の
片

岡
祐
二
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
２
部
で
は
横
浜
ブ

ロ
ッ
ク
顧
問
議
員
の
先
生
方
の

ご
紹
介
や
横
浜
市
事
業
に
関
す

る
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
、

活
発
な
意
見
交
換
の
も
と
、
実

り
あ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

　

令
和
８
年
１
月
19
日
（
月
）、

湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
小
田
原
地
区
に

お
い
て
地
域
政
経
懇
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
は
料

亭 

門
松
に
て
、
小
田
原
市
議

会
議
員
の
大
川
ゆ
た
か
氏
、
鈴

木
和
宏
氏
、
中
野
正
幸
氏
、
く

わ
は
た
寿
一
郎
氏
を
お
招
き

し
、「
小
田
原
市
市
政
報
告
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
会
員
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
市
政
の
現
状
、

都
市
基
盤
整
備
、
防
災
対
策
、

地
域
経
済
活
性
化
施
策
な
ど
幅

広
い
分
野
に
つ
い
て
具
体
的
な

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

不
動
産
業
界
に
関
連
す
る
施
策

や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

　

令
和
７
年
12
月
８
日
（
月
）、

ザ
・
ウ
イ
ン
グ
ス
海
老
名
に
て

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神
奈

川
県
本
部
さ
が
み
ブ
ロ
ッ
ク
主

催
の
政
経
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、

不
動
産
業
界
を
取
り
巻
く
政
治
・

経
済
の
動
向
を
共
に
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、
元

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ

り
、
元
中
央
大
学
大
学
院
客
員

教
授
の
金
子
洋
一
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

演
題
と
し
て
「
資
産
価
格
と

　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）、

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神
奈

川
県
本
部
川
崎
ブ
ロ
ッ
ク
主
催

の
令
和
７
年
度
地
域
政
経
懇
談

会
及
び
懇
親
会
を
ホ
テ
ル
精
養

軒
に
て
開
催
し
、
総
勢
31
名
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•

第
１
部　

地
域
政
経
懇
談
会

　

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神

奈
川
県
本
部
井
上
副
本
部
長
、

出
口
川
崎
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
主
催
者

挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
政
経

懇
談
会
は
、
川
崎
市
議
会
議
員

の
先
生
方
を
お
招
き
し
て
「
市
政

報
告
お
よ
び
不
動
産
に
関
す
る

懸
案
事
項
」
に
つ
い
て
お
話
い
た

2
湘
南
ブ
ロ
ッ
ク

性
に
つ
い
て
は
関
心
も
高
く
、

質
疑
応
答
で
は
実
務
に
即
し
た

意
見
や
要
望
が
多
数
寄
せ
ら

れ
、
終
始
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
の
先
生
方
と
会
員
相
互

の
交
流
が
一
層
深
ま
り
、
地
域
課

題
や
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
率

直
な
意
見
を
交
わ
す
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
に
も
実
り
あ
る
議

論
が
展
開
さ
れ
、
行
政
と
業
界

の
連
携
強
化
の
重
要
性
を
改
め

て
共
有
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
懇
談
会
を
通
じ
て
、
地
域

に
根
差
し
た
活
動
の
意
義
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

継
続
的
な
対
話
と
提
言
活
動
を

推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

3
川
崎
ブ
ロ
ッ
ク

4
さ
が
み
ブ
ロ
ッ
ク

地
域
政
経
懇
談
会
・
懇
親
会

で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
横
浜
ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
議

員
の
先
生
方
、
政
経
懇
談
会
に

て
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
、
か
な

が
わ
信
用
金
庫　

理
事
長
の
片

岡
祐
二
様
、
か
な
が
わ
信
用
金

庫　

常
務
理
事
の
高
橋
武
様
を

お
招
き
し
、
多
く
の
会
員
の

方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
途
中
、
横
浜
ブ
ロ
ッ
ク

顧
問
議
員
の
先
生
方
の
ご
紹
介

を
挟
み
な
が
ら
進
行
し
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。
前
も
っ
て
依
頼
し

て
お
い
た
会
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
も
詳
細
に
お
調
べ
い
た
だ
き

丁
寧
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し

た
が
、
清
水
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
よ

る
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

政
府
政
策
の
関
連
は
？
」
と
銘

を
う
ち
、
日
本
銀
行
に
よ
る
金

利
引
き
上
げ
の
背
景
や
、
そ
れ

を
受
け
た
今
後
の
住
宅
ロ
ー
ン

金
利
の
動
向
な
ど
、
実
務
に
直

結
す
る
極
め
て
重
要
な
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
知
見

を
交
え
て
詳
し
く
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
今

後
の
市
場
変
化
を
予
測
す
る
た

め
の
具
体
的
な
質
問
が
相
次

ぎ
、
金
子
氏
の
鋭
い
洞
察
に
満

ち
た
回
答
に
対
し
、
会
員
一
同

が
真
剣
に
聞
き
入
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
予
定
時
間
を
忘
れ

る
ほ
ど
の
活
気
あ
る
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
ま
さ
に
「
今
、
知

る
べ
き
知
識
」
を
深
く
掘
り
下

げ
る
大
盛
況
の
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

　

続
く
第
二
部
の
懇
談
会
で

は
、
講
師
の
金
子
氏
も
交
え
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
に
よ
る
自
己
紹
介

や
近
況
報
告
で
は
、
各
地
域
の

市
場
動
向
に
関
す
る
情
報
交
換

も
活
発
に
な
さ
れ
、
笑
い
声
の

絶
え
な
い
賑
や
か
な
ひ
と
と
き

政経懇談会の様子政経懇談会の様子

金子洋一氏

政経懇談会の様子

井上副本部長

懇親会の様子

政経懇談会の様子

米田政務委員長

•

第
２
部　

懇
親
会

　

政
経
懇
談
会
終
了
後
、
引
き

続
き
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
不
動
産
政
治
連
盟
神

奈
川
県
本
部
米
田
政
務
委
員
長

兼
川
崎
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
主
催

者
挨
拶
に
続
き
来
賓
の
挨
拶
を

自
由
民
主
党
川
崎
市
議
会
議
員

団
団
長
の
野
田
雅
之
氏
、
乾
杯

の
音
頭
を
全
日
本
不
動
産
政
治

連
盟
神
奈
川
県
本
部
川
崎
ブ

ロ
ッ
ク
小
林
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
に

し
て
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
歓
談
途
中
、
川
崎
市
議
会

議
員
団
の
先
生
方
に
は
会
員
か

ら
の
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
お

答
え
い
た
だ
き
、
テ
ー
ブ
ル
ご

と
で
は
地
区
の
陳
情
も
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
河
﨑
ブ

ロ
ッ
ク
役
員
の
進
行
で
和
や
か

に
進
ん
で
き
た
会
も
終
盤
と
な

り
、
上
水
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
よ
り

閉
会
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
盛

況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員

の
皆
様
に
は
日
政
連
の
活
動
成

果
に
も
改
め
て
ご
理
解
い
た
だ

け
た
様
子
で
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。
専
門
的
な
学

び
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
会
員

同
士
の
結
束
を
よ
り
一
層
強
め

る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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１
区

選
挙
区

金
澤　

結
衣

草
間　
　

剛

山
際
大
志
郎

牧
島
か
れ
ん

佐
藤　

主
迪

河
野　

太
郎

赤
間　

二
郎

丸
田
康
一
郎

星
野　

剛
士

小
泉
進
次
郎

田
中　

和
徳

上
原　

正
裕

三
谷　

英
弘

鈴
木　

馨
祐

古
川　

直
季

坂
井　
　

学

永
田
磨
梨
奈

中
西　

健
治

新
田　

章
文

丸
尾
南
都
子

氏　

名

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

自
民
党

政　

党

※
自
民
党
＝
自
由
民
主
党
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回
衆
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院 

議
員
総
選
挙

神
奈
川(
小
選
挙
区)

の

当
選
者
一
覧
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